
参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

平成29年7月時点

★ Ｄ 17 - 8 - 8 （新規事業）

【事業概要及び東日本大震災の被害との関係】

【当面の事業概要】

＜平成２９年度＞

本工事費等

事業費合計

【関連する基幹事業】

D-17-1・6　

【事業の内容】

地下式消火栓設置×11箇所

防火水槽（耐震型40t）×2基

※

【参考】

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。都市再生区画整理調査設計事業-危険区域

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

合 計 24,240千円

　東日本大震災で壊滅的な被害を受けた山田地区において、震災復興土地区画整理事
業に伴う市街地整備と併せ、防災に配慮した市街地を形成するため消防水利施設の整
備を行うものである。

回答日

提 出 済 額

今 回 提 出 額 24,240千円 平成29年度事業費

全体事業費 24,240 （千円）

区　　分 事業費 内　　訳

24,240千円

24,240千円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の事業名称 復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 山田地区都市再生区画整理消防水利施設整備事業

N
 

○＝消火栓 

□＝防火水槽 



参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

平成29年7月時点

★ Ｄ 17 - 8 - 9 （新規事業）

【事業概要及び東日本大震災の被害との関係】

【当面の事業概要】

＜平成２９年度＞

本工事費等

事業費合計

【関連する基幹事業】

D-17-2・11　

【事業の内容】

地下式消火栓設置×14箇所

防火水槽（耐震型40t）×3基

※

【参考】

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。都市再生区画整理調査設計事業-危険区域

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の事業名称 復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 山田地区（低地部）都市再生区画整理消防水利施設整備事業

34,460千円

34,460千円

今 回 提 出 額 34,460千円 平成29年度事業費

全体事業費 34,460 （千円）

区　　分 事業費 内　　訳

合 計 34,460千円

　東日本大震災で壊滅的な被害を受けた山田地区において、震災復興土地区画整理事
業に伴う市街地整備と併せ、防災に配慮した市街地を形成するため消防水利施設の整
備を行うものである。

回答日

提 出 済 額

○＝消火栓 

□＝防火水槽 

N
 



参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

平成29年7月時点

★ Ｄ 17 - 8 - 10 （新規事業）

【事業概要及び東日本大震災の被害との関係】

【当面の事業概要】

＜平成２９年度＞

本工事費等

事業費合計

【関連する基幹事業】

D-17-1・6　

【事業の内容】

防犯灯設置×145箇所（共架：117箇所　自立：28箇所）

※

【参考】

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。都市再生区画整理調査設計事業-危険区域

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の事業名称 復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 山田地区都市再生区画整理防犯灯設置事業

38,336千円

38,336千円

38,336千円 平成29年度事業費

全体事業費 38,336 （千円）

区　　分 事業費 内　　訳

　東日本大震災で壊滅的な被害を受けた山田地区において、震災復興土地区画整理事
業に伴う市街地整備と併せ、夜間における防犯環境の整備と歩行者の通行の安全確保
を図るため、必要な場所に適切な明るさの防犯灯を設置し、安全で安心して暮らせる
まちづくりを推進するものである。

合 計 38,336千円

回答日

提 出 済 額

今 回 提 出 額

●＝防犯灯（共架） 

●＝防犯灯（自立） 

N
 

     ＝街路灯設置予定路線 



参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

平成29年7月時点

★ Ｄ 17 - 8 - 11 （新規事業）

【事業概要及び東日本大震災の被害との関係】

【当面の事業概要】

＜平成２９年度＞

本工事費等

事業費合計

【関連する基幹事業】

D-17-2・11　

【事業の内容】

防犯灯設置×86箇所

※

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。都市再生区画整理調査設計事業-危険区域

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

合 計 13,072千円

回答日

提 出 済 額

今 回 提 出 額 13,072千円 平成29年度事業費

全体事業費 13,072 （千円）

区　　分 事業費 内　　訳

　東日本大震災で壊滅的な被害を受けた山田地区において、震災復興土地区画整理事
業に伴う市街地整備と併せ、夜間における防犯環境の整備と歩行者の通行の安全確保
を図るため、必要な場所に適切な明るさの防犯灯を設置し、安全で安心して暮らせる
まちづくりを推進するものである。

13,072千円

13,072千円

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の事業名称 復興地域づくり加速化事業

細要素事業名 山田地区（低地部）都市再生区画整理防犯灯設置事業

●＝防犯灯 

N
 

     ＝街路灯設置予定路線 


